
 

 

登米市物価高騰対応高齢者世帯 

省エネ家電購入支援事業の 

手引き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民生活部環境課 

 

 



１ 事業の目的 

物価高騰の影響を強く受ける高齢者世帯に対し、省エネルギー性能の高い家庭

用電気機械器具（省エネ家電）の購入費用の一部を補助することにより、経済的

負担の軽減と健康被害の予防を図るとともに、温室効果ガス排出量の削減に資す

ることを目的に実施するものです。 

 

 

２ 補助対象世帯 

次のいずれにも該当する世帯を対象とします。 

(1) 市内に住所を有し、現に当該住所地に居住している 65 歳以上の高齢者のみ 

で構成されている世帯であって、当該住所地の住宅に補助対象家電を設置する 

世帯 

(2) 市税を滞納していない世帯 

 

 

３ 補助対象家電 

   冷蔵庫又はエアコンのいずれか１台とし、次の要件を全て満たすものとしま 

す。 

(1) 令和８年９月１日から令和９年１月 31日までの期間（以下「補助対象期 

間」といいます。）に、市内の店舗で購入されたものであること。ただし、補 

助対象期間内に購入できないことについて市長が特別の事情があると認めると 

きは、この限りでありません。 

(2)  交付決定日以後に購入されたものであること。 

(3) 新品（未使用品）であること。 

(4)  家庭用機器であること。 

(5) 次の要件を満たすものであること。 

冷 蔵 庫 
統一省エネラベル（目標年度 2021年度） 

多段階評価点 ★★★☆☆ 3.0 以上 かつ 省エネ基準達成率 100％以上 

エアコン 
統一省エネラベル（目標年度 2027年度） 

多段階評価点 ★★★☆☆ 3.0 以上 かつ 省エネ基準達成率 100％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 



【補助対象家電の確認方法】 

○店頭の統一省エネラベルで確認する場合 

 

※多段階評価点が３.０以上であることを確認してください。  

※省エネ基準達成率が 100％以上であることを確認してください。 

※冷 蔵 庫は、目標年度が２０２１年度  

※エアコンは、目標年度が２０２７年度 

 

○「省エネ型製品情報サイト」で確認する場合 

(経済産業省資源エネルギー庁) https://seihinjyoho.go.jp/ 

 

※型番、製品名などから製品を検索し、多段階評価点等を確認することができます。 



４ 補助金額 

補助対象家電の本体購入金額（消費税を除く。）の１/２以内（上限：３万円） 

 

５ 申請等の流れ（購入前に市の交付決定が必要です。） 

本事業は 購入前事前予約・申請方式とし、市から「交付決定通知書」が届く

までは、家電を購入できません。 

※交付決定前の購入は補助の対象外となります。 

 

(1) 事前予約（電話又は来庁） 

申請を希望する場合は、環境課又は総合支所へ電話又は来庁により予約を 

行うことで予約名簿に登載されます。 

   

(2) 事前予約時に市が確認する内容 
① 住所、氏名、生年月日、電話番号 
② 世帯構成（世帯員全員が 65歳以上であることが要件） 
③ 購入予定家電の種類（冷蔵庫／エアコン） 

  

(3) 事前予約後の流れ 

環境課又は総合支所で「購入前確認用シート（様式第２号）」に必要事項を 

記入し提出します。その後、「交付申請書（様式第１号）」及び「店舗確認用 

シート（様式第３号）」を配付しますので、購入予定店舗から「店舗確認用シ 

ートに記入してもらうとともに、「補助対象家電の見積書」をもらってくださ 

い。 

※交付申請をする際には、「交付申請書」、「店舗確認用シート」、「補助対象 

家電の見積書（写し）」の３点が必要になります。 

 

(4) 交付申請（購入前） 

申請者は、次の書類を環境課又は総合支所へ提出します。 

① 交付申請書（様式第１号） 

② 店舗確認用シート（様式第３号） 

③ 補助対象家電の見積書（写し） 

  

※代理人申請の場合は、上記①～③のほかに、④委任状、⑤受任者の本人確 

認書類（運転免許証、マイナンバーカード等の写し）が必要となります。 

 

●環境課は書類を確認し、問題がなければ 「交付決定通知書」を申請者へ郵 

送します。 

 

 

 

 



(5) 交付決定通知書の受領 

交付決定通知書が届いたら、申請者は当該通知日の翌々日から起算して 60 

日以内又は令和９年１月 31 日のいずれか早い日までに補助対象家電を購入し 

てください。ただし、当該日までに購入できないことについて市長が特別の 

事情があると認めるときは、この限りでありません。 

 

※ 交付決定通知前の購入は補助の対象外となります。 

※ 購入期間が経過したものは原則無効となります。 

 

(6)  変更等承認申請（購入前） 

   交付決定通知書が届いた後に、内容を変更する場合や購入を取り止める 

場合には「変更等承認申請書（様式第４号）」を環境課又は総合支所に提出 

してください。 

  ※変更後の内容での購入は、市から「変更等交付決定通知書」が届いた後と 

なります。 

 

(7)  補助対象家電の購入（市内店舗） 

購入後、申請者は次の書類を必ず保管してください。 

① 領収書又はレシート 

② 保証書 

③ 施工前写真（家電の設置前の状況） 

④ 施工後写真（家電の設置後の状況） 

⑤ 家電リサイクル券（買替えの場合のみ） 

  

(8) 実績報告書の提出（購入後） 

購入後、次の書類を環境課又は総合支所へ提出します。 

① 実績報告書（様式第５号）※(5)の交付決定通知書に同封します。 

② 領収書又はレシートの写し 

③ 保証書の写し 

④ 施工前写真 

⑤ 施工後写真 

⑥ 家電リサイクル券の写し（買替えの場合のみ） 

⑦ 振込先口座の通帳の写し 

 

●環境課は書類を確認し、問題がなければ「確定通知書」を申請者へ郵送しま 

す。 

(9) 請求書の提出 

確定通知書を受け取った後、申請者は環境課又は各総合支所へ「補助金 

交付請求書（様式第６号）を提出してください。                

※補助金交付請求書は、確定通知書に同封します。 

http://sprb.legal-square.com/HAS-Shohin/jsp/SVDocumentView


(10) 市から補助金を振込みする。 

(9)の請求に基づき、市は申請者の指定口座へ補助金を振り込みます。 

 

６ 予約・購入期間、件数 

(1) 令和８年９月１日から令和９年１月 29日までに「事前予約」し、令和８年 

９月１日から令和９年１月 31日までに「購入」したものが対象です。 

(2) 先着 250件程度 

(3) 予算に達し次第終了 

 

７ 注意事項 

(1) 交付決定通知書が届く前に購入したものは対象外です。 

(2) 市外店舗やインターネットでの購入は対象外です。 

(3) 虚偽申請があった場合は補助金を返還していただきます。 

(4) 手続は「登米市補助金等交付規則」及び「登米市物価高騰対応高齢者世帯省 

エネ家電購入支援事業補助金交付要綱」に基づくものです。 

 

８ 問い合わせ先 

市民生活部環境課（環境政策係）0220-58-5553  

迫総合支所市民課（地域振興係）0220-22-2213 

登米総合支所市民課（地域振興係）0220-52-5051   

東和総合支所市民課（地域振興係）0220-53-4111 

中田総合支所市民課（地域振興係）0220-34-2312   

豊里総合支所市民課（地域振興係）0225-76-4111 

米山総合支所市民課（地域振興係）0220-55-2111   

石越総合支所市民課（地域振興係）0228-34-2111 

南方総合支所市民課（地域振興係）0220-58-2112   

津山総合支所市民課（地域振興係）0225-68-3112 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【よくある質問】 

 

Q. 65歳未満の家族と同居していますが対象になりますか。 

A. 対象外となります。 

 

Q. 冷蔵庫とエアコンの両方を買った場合はどうなりますか。  

A. 補助はいずれか 1台のみです。 

 

Q. 交付決定前に家電を購入した場合はどうなりますか。 

A. 補助対象外です。必ず交付決定通知書が届いてから購入してください。 

 

Q. ４月や５月に購入したものは対象にならないのですか。なぜ、９月以降に 

購入したものが対象になるのですか。 

A. ご不便をお掛けして大変申し訳ありません。本事業は、国から示された最 

新の交付金（財源）を活用して急遽立ち上げた事業であるため、年度途中 

（９月）からの開始となりました。 

 

Q. 市に事前予約・申請したが購入しなかった場合はどうなりますか。 

   A. 購入期限を過ぎると無効になります（交付決定通知書が届いてから 60 日 

以内に購入）。 

 

Q.「補助対象期間（和８年９月１日～令和９年１月 31 日）において 65歳以 

 上の高齢者世帯」とされているが、補助対象期間内に 65 歳になれば、申請 

 日時点で 64 歳でもよいのか。 

A. はい。補助対象期間において 65歳以上であることを要件としているため、 

申請日時点で 64歳でも補助の対象となります。 

 

Q. すでに家に対象家電がある場合、追加購入でも補助の対象になるのか。 

A. はい。今回の事業は「購入支援」であるため、買い替えだけではなく追加 

購入も対象としています。 

 

Q. 購入前に何をすればよいのか。 

A. まずは、環境課又は総合支所へ電話又は来庁で事前予約を行います。 

事前予約後、購入前チェックシートへの記入や交付申請が必要となりま 

す。 

Q. ネット通販や市外店舗で購入した場合は対象になりますか。 

A. 対象外です。市内店舗での購入が必須です。 

 

 

 



Q. 家電量販店などで安価に販売されている「型落ちの製品」や「型古のセー 

ル品」であっても、3.0以上の省エネ基準を満たしていれば補助の対象に 

なりますか。 

A. いわゆる型落ちの製品や型古のセール品であっても、本事業の要件である 

「新品（未使用品）であること」および「統一省エネラベルの多段階評価点 

3.0以上」という基準を満たしているものであれば、すべて補助の対象と 

なります。ただし、型落ち品の中には「旧基準（目標年度が異なるもの）」 

で表記されているケースが稀にありますので、購入時には必ず「冷蔵庫は 

2021年度目標」、「エアコンは 2027 年度目標」の 3.0以上であるかを確認 

してください。 

 

Q. 店頭で「展示品」や「現品限り」としてアウトレット価格で販売されてい 

るものは、対象となりますか。 

A. 店頭に展示されていた製品や、いわゆる「現品限り」のアウトレット商品 

であっても、「過去に一般家庭等で使用されておらず、通電（実際の稼働） 

がされていないもの」であれば、本事業における「新品（未使用品）」に該 

当するものと判断し、補助の対象といたします。 

一方で、リサイクルショップ等で購入された「中古品」や、店頭で実際 

に電源を入れて稼働（通電）させていた「実演用の実機」につきまして 

は、製品の寿命や省エネ性能の劣化リスクを考慮し、本事業の目的である 

「長期的な省エネ効果と健康被害の予防」の観点から、対象外とさせてい 

ただきます。 

 

Q. 補助見込件数が 250 件となっているが、申請が殺到して予算上限に達した 

  場合、どのように対応するのか。先着順なのか、あるいは抽選などの措置 

をとるのか。 

A. 予算の上限に達した時点で受付を終了する「先着順（事前予約・申請順）」 

での対応とします。 

 


